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リッジ大学とその系列と東大だけであろう。二大

学とも,岩石学では,多大の貢献をした研究者を

輩出している。岩石学と名ずけられた先生の講義

で実際の岩石についての話があったのは,わずか

3回だけであつたが,それで充分研究遂行の基礎

が与えられていた。

中期生になると,選択科日で,岩漿論および変

成論という講義が坪井先生によって行はれていた。

これも,多 くの複雑なことを話されるものではな

く,岩石,マ グマの進化をどのような角度から考

究すれば最 も合理的であるか, 2～ 3の例を丁寧

に説明され,わずか 8回の講義で終るものであっ

た。 "地下深所で起った変化を,そ の産物である

岩石を調べて考察を進める過程は,物理現象,化

学現象を見,て 目に見えない原子,分子の構造や性

質を推定する過程と本質的に同じ姿勢である」'と

講義をしめ くくられたのは,とても印象的であっ

た。

先生は "変化を目で追うことができない岩石の

成因の研究では,観察事実の解釈の論理にあいま

いさがあってはならない "と 常に思われ,御 自分

の行動,発言もこの信条に従っておられた。

終戦後間もない頃の大学に対する占領軍の干渉

も少 くなかった当時である。血気盛 りの我々は,

や ヽもすると,学生ス トライキだ,学生大会だと

騒ごうとした。私達はこの騒ぎで忙 しいから,試

験を延期 して頂 くことを考えた。この申し出をし

に,総勢15人が,ア ポイントメントもとらず,夕

方お宅に押 しかけた。我々を招 じいれられた先生

は皆の話をきかれた後, 
く
今回の占領軍の干渉は

私達教官も心配して,大学の自由を守るための対

応策を考えている。かと言って騒動を起 して解決

されるものではない。まだ最終行動に出る時では

ない。そもそも,こ う言う最後手段に訴える時に

は,一命を賭す決意が必要だ。そこまでは切迫 し

ていない。とに角試験は予定通りややりましょう

と10時すぎまで押 し問答,結局私達は試験を受け

る約束をした。先生の方に道理があり,冷静に話

される先生のかもし出される直剣な雰囲気に一同

強い感銘を受けて帰途についたのであった。

中期の夏の地質調査実習のフィール ドで私達が

起 した悶着 も忘れられない。地質学科では中期生

の時40日 間, 3～ 4人の班にクラスが分れ, 1/

50,000地形図の 1/4位の地域を調査する。私達

の時の実習は坪井先生が指導された。発表された

フィール ドは,長野県の鹿塩村から北は茅野の南

にわたる地域であった。分布する岩石はどの班も,

変成岩と花向岩が主で,堆積岩の分布は極めて少

い。勇気 ?の ある奴が先生に
は
地質調査の実習地

としては不適当である"と 申し出た。どんなに立

腹されるかと思ったのだが拍子抜けが した。先生

のお答えは,"私 は地質調査実習の担当の度毎に  01
中央構造線沿いに九州から始めて,こ の構造線の

北端まで来ました。私の最後の指導担当だから,

こゝにします。どんな岩石が分布 していようとも,

地質調査の勉強はできます "と 言われ,返す言葉

もなく, このフィール ドを調査することに同意 し

たのであった。先生は一班に 2日 位来 られ,私達

と一緒に歩いて下さった。先生が来 られる前には

無味乾燥,あ まり気のりのしないフィール ドであ

ったが,先生が私達の班に下さった問題とそれに

対するヒントのお陰でその後の炎天下の調査が楽

しいものとなったのもなつか しい記憶である。

私達のクラスには急進派も多 く,先生に種々非

常識なことも言 ったが,何時の間にか “先生は気

難 しい方だが,理屈が通り,こ っちに誠意があれ
  o,

ば解 って頂ける"と いうことが皆の心に芽生えて

いた。又
は
ひどく叱 られることはあっても,後々

までそのことのたたりを受けることはない "と 言

うことも解 って来た。その証拠には,後期の卒業

研究で,先生の指導下に入ることを決めた 5人の

中に,騒ぎの度に首謀者となる急進派の 2人がい

たことでも肯けよう。

先生が岩石学を専攻する教官,学生に御自分の

研究結果なり,文献で読まれた事なり,学問の紹

介をされる時,先生はそのことが非常に楽 しくて

たまらないと言う気持を満面にたたえられる。"学

問をすることは,楽 しいことなのだ。たとえ肉体
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